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日立ネットワークアーキテクチャ"HNA/EX2”
HitachiNetworkArchitecture"HNA/EX2”

コンピュータやワークステーションなどの情報処理機器の普及,および高度

な通信網,通信機器の出現により,ユーザーのシステムに対するニーズは,ホ

ストコンピュータ中心からネットワーク中心のシステムへと変化してきた｡こ

れに対応して,従来HNA(HitachiNetworkArchitecture)の大形コンピュー

タ中心のネットワークアーキテクチャを発展させ,ネットワークが主体となり

利便性の追求を目白勺に,国際標準であるOSI(OpenSystemsInterconnection)

を採用したHNA/EX(ExtendedHNA)を開発し,現在さらに拡張を行いHNA/

EX2に至っている｡

HNA/EX2では,HNAでの資産継承を図ることはもとより,マルチベンダ環

境での相互接続性を向上させるべく,OSI実装規約(JIS参考)に準拠した製品を

提供する｡

口 緒 言

パーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)から高機

能ワークステーション,汎(はん)用コンピュータに至るまで,

情報処理機器は浸透期に入ってきている｡_一方,LAN(Local

Area Network)やパケット交換網,ISDN(Integrated Serv-

icesDigitalNetwork:サービス総合ディジタル網)も,導入

期から実用期の段階である｡これら情報処理機器の高機能化

と普及により,従来ホストコンピュータ中心にネットワーク

化されていたシステムが,電話機のように電話網を中心とし

て,必要なときに,必要な相手と接続し,対等な会話を行え

ることが望まれてきている｡また,相互に接続するとなれば,

異なるメーカーの機器および異なる企業間のシステムを接続

したいとする要望も高まってきている｡

今後のユーザーから見た高度情報通信処理システムの概念

を図1に示す｡

このようなユーザーニーズを満たすためには,異なるメー

カーの情報処理機器やネットワーク機器,およびネットワー

クサービスとの相互接続性が確保されねばならない｡以上を

集約すると,以下の点がネットワークアーキテクチャに期待

される要件である｡

(1)相互接続性の実現……Connectivity,InterNetworking

(2)だれとでも,どことでも･…‥WS-WS(Workstation【

Workstation),Network-Network

(3)対等通信の実現……Peer to PeerCommunication

永井英夫* 戊dg8物言

松崎高典** 乃如光0わ肋由〟Zα々∠

橋本紀明*** 肋血如月齢ゐ7椚0わ

ユーザー側のパソコンや高機能ワークステーションから,

同等の立場で相手を選択できる｡

(4)分散処理環境の実現

アプリケーションソフトウェアの充実

(5)大規模ネットワークシステム構築の実現

接続機器の台数の増加に対応できる拡張性と,国際番号計

画と整合性のあるアドレス体系

(6)ネットワーク管理機能の充実‥‥‥Integrated Network

Management

これらの実現のためには,いつでも相手を選択し,接続で

きる,よl)開かれた対等なネットワークアーキテクチャとし

て,ISO(国際標準化機構)で標準化が推進されているOSI

(Open SystemsIntercopnection:開放型システム間相互接

続)が最適であるとの考えから,1987年に従来のHNA(Hitachi

NetworkArchitecture)にOSIを取り込み,拡張HNAとして

ネットワーク機能を強化している｡今回,さらに次に示すネ

ットワーク機能の拡張を行っている(図2)｡

(1)インタオペラビリテイ(相互運用性)の強化

(a)OSI環境でのインタオペラビリティをいっそう強化する

ために,INTAP(財団法人情報処理相互運用技術協会)開

発のOSI実装規約を抹用した｡

(b)OSIの事務文書体系(ODA:Office Document Archi-

tecture)に基づく事務文書のデータ交換を,異機種間で可

*

H朋望肘叶I11柑i･ji業本部 **ト+止鮒乍所ソフトウェア工場
***

H立彗削乍巾神奈川1二場
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Network)
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注:略語説明 WS(ワークステーション),PC(パーソナルコンピュータ),DDX-P(DigitalDataExcha[ge-PacketSwitching),

VENUS-P(ValuableandEfficientNetworkUtilityService-PacketSwitching),CS(CommunicationStation),

PBX(PrivateBra[ChExchange),LAN(LocalAreaNetwork)

図l高度情報通信処王里システムの概念

続される｡

H N A/E X

マルチベンダ環境での
インタオペラビリテイ

●国際標準OSいSDN

各種ネットワークサービスや各種広域網を介して,異メーカー,異機種の情報処理機器が相互に接

ネットワーク

コネクティビテイ

いつでも,どこからでも,

だれとでも

)

HNA/EX2での拡張範囲l
●州TAP実装規約の採用

●続合ネットワーク管理(集中監視機能)

〉
●ネットワーク

基盤の確立
通信管理XNF
によるネット

ワーク層中継機
能

●拡張HNA
プロフィルの強化

･交換フォーマット
プロフィル

･OSlコネクションレス
トランスポート
プロフィル

lHNA/EXlでの拡張範囲I
●OSl基本標準(OT+,OSAS)

●ネットワーク管理(NETM)

●拡張HNA
プロフィル

の確立lHNAl
(1977年～)

統合

ネットワーク

管王里

高速･大容量通信

lSDNの活用
PBX

マルチメディア

多重化装置

マルチメディア

データ伝送

注:略語説明

HNA/EX(Extended HitachiNetwork

Architecture)

OSl(Open Systemslnterco[[eCtion)

lNTAP(財団法人情報処理相互運用

技術協会)

OTL(OSITransport Layer Support)

OSAS(OSIApplicatio〔Support

CommonFacilitY)

NETM(NetworkManageme〔t)

図2 HNAの拡張経過 従来HNAでのホスト中心のネットワークから,相互接続を主体とLたネットワーク中心のアーキテクチャに進展Lている｡
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能とした｡

(2)HNA/EXネットワーク基盤の強化

HNA/EX(ExtendedHNA)ネットワーク基盤として,通信

管理ⅩNF(Extended HNA Based Communication

NetworkingFacility)グループを確立した｡また,コネクシ

ョンレス通信など,ネットワークコネクティビティを強化し

た｡

(3)統合ネットワーク管理NETM(Integrated Network

Management)ホストコンピュータ,部門コンピュータ,ワー

クステーションや多重化装置,パケット交換機などのサブネ

ットワークを含め,センタで集中監視が可能な統合ネットワ

ーク管理を実現した｡

本稿では以上の(1)-(2)について,接続形態を含めて説明す

る｡(3)の統合ネットワーク管理については,本特集の論文の

一つである｢ネットワークの計画と管理+を参照されたい｡

8 拡張HNA

2.1拡張HNAの概要

従来のHNAは,ホストコンピュータを中心としたネットワ

ークアーキテクチャであり,拡張HNA(HNA/EX)ではOSIに

準拠し,さらに従来からある製品との共存性を確保するため

に,HNA端末,ベーシック手順端末も扱える構造としている｡

HNAと拡張HNAの関係を図3に示す｡

2.2 HNA/EX=:HNA/EX2

1987年3月と1988年1月に発表した拡張HNAは,OSI基本

標準に従ったOSI製品間の相互接続を中心としたアーキテクチ

ャであり,これをHNA/EXlと呼ぶ｡1989年6月に発表した

HNA

｢‾
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アーキテクチャ
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●アドレス拡張
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図3 HNAと拡張HNAの関係 今後コンピュータの相互接続の基盤

となるネットワークアーキテクチャとLてOSlが最適であると評価し,

HNAを拡張した｡

日立ネットワークアーキテクチャ``HNA/EX2''869

拡張HNAは,INTAP実装規約を採用し,マルチベンダシス

テム間の相互接続性をさらに強化したアーキテクチャで

ありHNA/EX2と呼ぶこととした｡HNA/EXの特長を図4

に示す｡

2.3 拡張HNAのプロフィル

OSIの各層(第1層～第7層)の標準プロトコル(基本標準)

には,一意的に決まらない選択可能なオプションや,開発設

計者が自由に決められるパラメータなどが存在する｡相互療

続をより容易にするためには,基本標準のオプションや処理,

パラメータを具体化し,選択の余地の少ない仕様を規約化し

たISP(InternationalStandardizedProfile:国際標準プロフ

ィル)を採用している｡ISPは,トランスポートプロフィル(1

層～4層)とアプリケーションプロフィル(5層-7層),およ

びさらに上位のシステム問で交換する文書形式,交換フォー

マットプロフィルなどに分類されている｡

拡張HNAではISPの規約に従って,拡張HNAプロフィルを

規定していくことによって,相互接続の向上を図ってい〈｡

さらに,プロフィルとは別に,拡張HNAのOSI共通基盤とし

て,OSAS(OSIApplicationSupportCommonFacility),

OTL(OSITransportLayerSupport)を確立し,製品化して

いる｡各プロフィルの位置づけを図5に示す｡

凶 インタオペラビリティへの対応

3.1国際標準化動向

ネットワークの相互接続に関して,ISO,CCITT(国際電信

電話諮問委月会)などの国際標準化機関によって,OSIという

ネットワークアーキテクチャの国際標準が開発され,規約化

が行われてきている｡規約化されるものは七つの階層(7レイ

ヤ)に分けられ,各層ごとに70ロトコル(通信規約)の標準化が

HNA/EXl

⊂亘ニコ
(ホスト中心のアーキテクチャ)

(ネット

●OSト採用
●lNSネット64

●トークンリングLAN

(TR4)

●CSMA/CDLAN

HNA/EX2

●lNTAP実装規約採用
●事務文書体系ODA採用

●統合ネットワーク管理
●lNSネット叫′叶ソト)
●lNSネット1500

注:略語説明 ODA(OfficeDocume[tArchitecture)

lNS(lntegratedNetworkSystem)

CSMA/CDJAN(Carrier Sense M山tipleAccess

with Collisio【DetectionJAN)

図4 HNA′′/EXの特長 HNA′/EX2では,国際的に調和のとれた機能

標準とLてINTAP実装規約を採用Lた｡
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図5 拡張HNAプロフィルの位置づけ 拡張HNAの交換フォーマットプロフィル,

ルの位置づけを示す｡

行われ,さらに相互接続性を向上させるために機能標準とし

てのISPがオフ0ションの選択などを規定し,標準規格として刊

行される｡

製品化に際しては,国際標準プロトコルを実装した製品が

ISPに適合することを確認するための,適合性試験についての

標準化も行われている｡

現在,OSI規格の標準化動向は表1に示すとおりであり,物

理層からプレゼンテーション層までと,アプリケーション層

の一書ほで国際規格化されており,今後は遠隔データベース

アクセスなど,アプリケーション層を中心に標準化の推進が

見込まれる｡

ISPの推進団体として,日本ではPOSI(OSI推進協議会)があ

り,通商産業省工業技術院大型プロジェクトである｢電子計

算機相互運用データシステム+の研究開発の中で,INTAPは

機能標準である実装規約書を開発･作成し,日本規格協会か

らJIS参考(別冊)として,1985年5月未から順次刊行されてい
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･…lNTAP実装規約準拠

HDJCABM(H帥Le〉elData+山kCo〔trOIAsy【Ohro〔0]S

BalancedMode)
LLC(Logjca=_i【kControl)

LAP-D(+i[kAccessProoe血reontheD-Chan〔el)

しAP-B(しi[kAccessProcedureonlheB-Channel)

アプリケーションプロフィルおよびトランスポートプロフイ

る(表2)｡

世界的には,ヨーロッパ(EWOS:EuropeanWorkshopfor

Open System),アメリカ(NIST:NationalInstitute of

StandardsandTechnology),アジア･オセアニア(AOWS:

AsiaOceaniaWorkshop)の各OSI推進ワークショップからの

提案により,国際的にOSIでハーモナイズされた機能標準とし

てのISPとして刊行の予定になっている｡

3.21NTAP実装規約への対応

INTAPでは,1989年3月29日から適合性試験サービスを開

始しており,拡張HNAのOSI製品はこの試験を受験し,

INTAP実装規約準拠製品であることの認定を受け,OSIによ

る相互運用性をさらに向上させていく予定である｡

OSI対応製品としては,図6に示すように,

(1)交換フォーマットプロフィル

事務文書体系(ODA)のサポート

(2)ア70リケーションプロフィル



表1 0Sl規格の標準化動向 物理層からプレゼンテーション層お

よぴアプリケーション層の一部まで国際規格化され,今後はアプリケー

ション層が中′い二標準化が推進される｡

層番号 標準化項 目 WD DP D】S lS

7

ア

プ

リ

ケ

l

シ

∃

ン

層

遠隔データベースアクセス(RDA) 90/4 9l./4

分散トランザクション竪琴(TP)
事務文書体系(ODA)

89/10 90′/ll

電子メール(MOTIS)

ファイル転送(FTAM)

仮想端末(VT)

90/■7～

9l.･ノ′6

9卜5～

92.′■5
端末管王里(TM)

89.･■】2～

90/=

ジョブ転送(二什打)

OSl管理

フレームワーク

共通管理情報サービス 89/9

ディレクトリ 89′/′/3

個別管王里*
88.･■′12～

90.′■′10

8gノ7～

92..･′■3

90.･`7～

93ノ■3

応
用

層
共

通
部

CCR

(Comm化ment,Concurrency

andRecovery)

90ハ0

アソシエーション制御
(ACSE)

ROSE

(RemoteOperat10nService

E】ement)

6

5

プレゼンテーション層

セション層
4 トランスポート層

3 ネットワーク層

2 データリンク層

l 物理層

=989年2月)

*(障害管理,構成管王里,会計管理およびセキュリティ管理の個別管理)

[二](完成済み),YY/′mm(完成予定年月)
注:略語説明

WD(Working Draft:素案),DP(Draft Proposal

DIS(DraftlnternationalStandard:国際規格案),

Standard:国際規格),RDA(Remote Database

TP(Transaction Process山g),MOTIS(Message

:原案),

lS(lnternat仰1at

Access),
0riented Text

lnterchange Systems),FTAM(File Transfer Access and

Management),VT(VirtualTerminaり,TM(TerminalManagement),

+TM(+ob Transfer and Manipulation),ACSE(Association ControI

Service E】ement)

表2 +lS参考OSl実装規約書 19約年5月末から順次発行される実

装規約であり,当規約書により製品化右よび相互摸索売性の確保が可能と

なる｡

番 号 実装規約書名

S801

SOO2

実装規約概説

アドレス体系実装規約

SOO3 名称体系実装規約

S(】04 FTAM実装規約

SO(】5 MOTIS実装規約

SOO7 文書交換形式(ODA)実装規約

SOO9 ディレクトリ実装規約

SO10 上位層共通実装規約

SOll WAN下位層実装規約

SO12 LAN下位層実装規約

SO13 +AN-WAN中継実装規約

SO16 コード系実装規約

SO17 ネットワーク層中継実装規約

SO】8 MACブリッジ実装規約

注:略語説明WAN(Wide Area Network),MAC(Media Access Control)
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ファイル転送(FTAM:File Transfer,Access and

Management),電子メール(MOTIS:Message Oriented

TextInterchangeSystem),AP(ApplicationProgram)間

通信などのサポート

(3)トランスポートプロフィル

拡張HNAの通信基盤としてのⅩNFのグループ化

など,OSI対応製品の開発に積極的に推進している｡

巴 ネットワークコネクティビティの強化

HNA/EX2では,マルチベンダシステム間を相互接続し,

自由にコミュニケーションができるようにHAA(Hitachi

Application Architecture)のCSI(Inter-Application Com･

munication SupportInterface:アプリケーション間通信サ

ポートインタフェース)に準拠した日立システムの通信管理基

盤を確立し,OSI/HNAの共存およびネットワーク層中継機能

を実現し提供する｡

4.1HAA準拠のXNFグループ通信管理基盤

HAAに準拠した通信管理基盤となる通信管理70ログラムを

ⅩNFで統一した｡

(1)ⅩNF･…‥VOS3(VirtualstorageOperatingSystem3)

(2)ⅩNF/K(VOS K)･…‥VOSK通信管理

(3)ⅩNF/W(Workstation)……HI-UX/W(Hitacbi-UNIX族ソ

Workstation)通信管理(2050/32オペレーティングシステム)

これにより,相互にⅩNFどうしでの接続が可能となる｡

4.2 XNFによるネットワーク層中継機能

加入電話網などの公衆網や自営パケット交換網,および

LANなどの交換網では,自由に相手を選択し接続することが

可能である｡これらのネットワークと同様に,VOS3,VOS K

(VirtualstorageOperatingSystemKindness)などに接続す

るホストコンピュータやワークステーションは,中間に接続

されているシステム(VOS3,VOS Kなど)があたかも一つの

ネットワークのようにして,アプリケーションレベルの機能を

経ずにネットワーク層までで中継を行う機能を持つため,オー

バヘッドを少なくして相手を自由に選択することができる｡

4.3 0SはHNAの共存

HNA/EXでは,OSIと従来のホストコンピュータを中心と

したHNAが共有している｡

従来HNAの世界の特徴は,ホストコンピュータとワークス

テーション間などの階層形アーキテクチャを基本としており,

これまでにこのアーキテクチャをベースとして,最適化され

た形で数多〈のアプリケーションがユーザーごとに開発･蓄

積されてきている｡一方,OSIの世界は,対等通信をベースに

※)UNIX:UNIXオペレーティングシステムは,米国AT&T社

ベル研究所が開発したソフトウエアであり,AT&T社がライ

センスしている｡
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｢
[os懐装規約準拠十

｢

8

7

～

5

層

4
～
1
層

事務文書体系ODAサポート

〔+lS参考文書交換形式(ODA)実装規約書(SOO7)準拠】

●川TEXT/FGW(VOS3システム)

ファイル転送サービス

●OSlのFTAMプロトコルを

サポート

川S参考FTAM実装規約
書(SOO4)準拠〕

●OSASのサポート

川S参考上位層共通実装

規約書(SOlO)準拠〕

●XFIT(VOS3システム)
●OSAS/FT/HIF汀
(VOS Kシステム)
(DPOSシステム)
(M=〕S7/ESシステム)

●OSAS/FT/2050
(H卜〕X/Wシステム)

電子メールサービス

●MHS1984年版
蓄積･交換形の電子メール

システム用プロトコル(Pl/
P2)サポート
〔+lS参考MOTIS実装規約
書(SOO5)準拠)

●OSASのサポート
川S参考上位層共通実装
規約書(SOlO)準拠〕

●HOAPMAIL/ES
(VOS3システム)

●OSAS/ML/D
(DPOSシステム)

●eCABINET/MAル
(M10S7/ESシステム)

[osl準拠]

今後の州TAP実装規約の開発に順次対応

アプリケーション間通信サービス

●信頼性が高く,ハイトラフ ●ユーザー独自のアプリケ

イツクなトランザクション -ションプログラム間通
処理を実現する,DB/DC 信を実現

システム開通信プロトコ

ル(NIF,UA)のサポート
●NIF,]Aのサポートによる

ユーザーアプリケーション
プログラム開発負担の軽減

●OSASのサポート

●OSASのサポート

●OSAS/]A/4VSP ●OSAS/DCCM3
(VOS3システム) (VOS3システム)

●OSAS/〕A2/DCCM3 ●×NF/W
(VOS3システム)

●OSAS/UA/TCF
(DPOSシステム)

●OSAS/〕A/APC
(M旧S7/ESシステム)

●OSAS/UA/TACT
(H卜]X/Wシステム)

●OSAS/NF/4VSP
(VOS3システム)

(H卜UX/Wシステム)

ネットワーク管理

●操作支援
管理システムから被管理

システムをリモート制御

●分散システム支援
分散システムのソフトウ

エア資源の配布
●障害管理支援機能
管理システム(VOS3)で

の障害情報の一元管理

●OSlの共通管理情報プロ
トコルサポート

●OSASのサポート

●操作支援
NETM/OP
(VOS3システム)
(VOS Kシステム)
(DPOSシステム)

●分散システム支援
NETM/DS
(VOS3システム)

(VOS Kシステム)
(DPOSシステム)

●障害管理支援機能
(VOS3システム)
(DPOSシステム)

トランスポート層のサポート

クラス0(多重化機能なし)

クラス2(多重化機能あり)
クラス4(エラー検出,回復機能あり)

〔+lS参考WAN下位層実装規約書(SOll)準拠〕
〔JIS参考LAN下位層実装規約書(SO12)準拠〕

●XNF(VOS3システム)
●XNF/K(VOS Kシステム)

●×NF/W(H卜]X/Wシステム)

●NCP/OT+(VOS3システム)
●TACF/OT+(DPOSシステム)

●NNSP/OT+(M10S7/ESシステム)

●LNET/OTL(VOS3システム)
(クラス4対応)

テレマティーク端末サービスは,DC/TELM(VOS3システム)でサポートする｡
注:略語説明 XFIT(ExtendedFileTra[SmissionProgram)

OSAS/FT/HIFIT(OS=軸=cationS=PPOrtCommo=Faci■ity仙eTransferSer山ce/=ighし飢elFileTransmissionProgram)

OSAS/FT/2050(OSIApp-icationS=PPOrtCommo=Fac‖巾/FileTrans†erSer〉ice/2050)

HOAPMAル/ES(High-+eve10bjecIManagementandProcessi[gMailService/ES)

OSAS/ML/D(OSIApp■icationS=PPOrtCom-¶0=Fac…ty/Mai■Service/DistributedSystem)

eCABINET/MAIL(excelle[tSeriesCabinetS〕PPOrtProgram/Maiり
OS･AS/UA/4VSP(OSIApplicatio=SupportCommonFaci■ity/UserAgenlService/TMS-4V/SP)

OSAS/UA2/DCCM3(OSIApp■icationSupportCommo=Faci-ity/UserAgentService2/DCCM3)

OSAS/UA/TCF(OSIApp】icatio=S=PPOrtCommonFac‖ity/UserAgentService/Tra=SaCtio=Controけac‖ity)

OSAS/UA/APC(OSIApplicatio=S=PPOrtCommo=Fac…ty′=serAge=tSer山ce/App■icationProgramCommunicat加)

OSAS/〕A/TACT(OSIApplicatio=SupportCommonFaci■ity′userAge=tService/Tra=SaCtionManagementSystemon2050)

OSAS/NF/4VSP(OSIA帥icatio=SupportCommonFac‖巾/Ne-workinterfaceFeat】re/TMS-4V/SP)

OSAS/DCCM3(OSIApplicationS]PPOrtCommonFacility/DCCM3)

HITEXT/FGW(HjghlyApplicableTextComposi=gFunction/FDがGatewaYFac仙ty)
* FDA(FormattedDocumentArchitecture)

NETM/OP(NetworkMa[agement/Operat加Assist)

NETM/DS(NetworkManagement/Distrib]tedSystemAssist)

NCP/OT+(ECS/NCPOSlTransport+ayerSupport)

TACF/0TL(TelecommunicationAccessControIFa州Iy/OSITransport

NNSP/OTL(NetworkNodeSupportProgram/OS■TransportLayerSupport)

しNET/OT+(LocalAreaNetworkOS-¶a=SPOrt+ayerSupportOptio[)

N肝(Net＼M汀klnterface Feat]re)

UA(UserAgent)

図6 0Sは寸応製品 HNA./′′′EX2では広範囲にOSlを取り込み,さらにOSl実装規約に準拠することによって相互接続性が向上する｡
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HNA/EXのアーキテクチャ

図7 0SlとHNAの共存 従来HNAの資産の継承と今後の対等通信

などの実現に対L,二つのアーキテクチャを包含LたものがHNA/′■EXで

ある｡

したアーキテクチャであり,アプリケーション間のコネクテ

ィビティを目的とするためのものである｡

HNA/EXは,これら二つのアーキテクチャを包含するもの

であり,それぞれ最適なアプリケーションを実現するために

は,この二つの世界は存続し,共存,発展していくものと考

える(図7)｡

OSIとHNAの共存の例として,コネクション例を示す

(図8)｡従来のHNA/EXlの世界では,OSIとHNAでは物理

回線を別に設定する必要があったが,HNA/EX2では,ⅩNF

グループの間では1本の回線上で,OSIとHNAコネクション

を自由に確立することができる｡

4.4 0Slコネクションレス通信の対応

イーサネットで代表されるISO8802-3のCSMA/CD(Carrier

SenseMultipleAccesswithCollisionDetection)形のLAN

を使用したコネクションレス形のネットワーク需要が増加し

Aシステム

[亘]
ヽ

ヽ

＼

Bシステム

OSl

HNA

ヽ

日立ネットワークアーキテクチャ``HNA/EXZ''873

ている｡HNA/EX2では,データ伝送の効率向上をねらって,

比較的伝送媒体の信頼性の高いLANなど,構内綱に限定して

コネクションレス形データ伝送を実現する｡コネクションレ

ス形データ伝送は,コネクションの確立,解放の手順をなく

すことによって,オーバヘッドの少ない伝送を行うことが可

能となった(図9)｡

5層
以上

l
FTAM,MHSなど OSlアブ0リケーション

l
OSけ7ウリケーション

XNF/W

lSO8072,8073

クラス4

トミ呈賢芙ンレスl

l芳号警P2‾2LLCI
lSO8802-3

CSMA/CD

l
l
l

+ENT/OTし
XNFor

ECS/VTAM

ネットワーク
アダプタ

MAC コントローラ

拡張HNAトランスポ_トブ｡フィルl
vos3 Hト〕X/W

VOS3

[二:≡コOSAS/DCCM3

XNF

LNETi/.OTL

接続装置

日立CSMA/CDネットワークCDlO5

相手システム

図9 コネクション形データ伝送とコネクションレス形データ伝送
LANなどの構内網で伝送品質が良いものについては,途中のコネクシ

ョンを省略して効率の良い伝送が可能となる｡

Eシステム

OSl

ヽ
､__一-一一一一‾

_一一一一′

一一一一一一一-------■‾､､ヽ

′

良二]
Cシステム

HNA

Dシステム

図8 0SlとHNAの共存 同一

コンピュータでOSlとHNA共存時に

も,物王里回線を分けることな〈l本

の回線で利用できる｡
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B 今後の課蓮

5.1相互接続性を確保したタイムリーな製品化

OSI対応製品は,一メーカーが突出して製品化を推進しても

意味がなく,マルチベンダシステムの中で必要性の高いメー

カー相互が,足並みをそろえて製品化を行うことが相互接続

をユーザーで実際に実現する場合に必要となる｡このために

は,INTAP実装規約の進捗(ちょく)状況,およびユーザーニ

ーズの動向を照らし合わせたタイムリーな製品化が必要であ

る｡

5.2 製品メニューの拡大

今後標準化が予定されているOSIへの対応は,各機種(ホス

トコンピュータからパソコンまで)での製品メニューの拡大が,

すべての機種間でのマルチベンダネットワーク システムを

実現するうえで必要になってくる｡しかし,現在販売中の機

種でのOSIサポートおよび今後の新機種でのOSIサポートを推

進するためには,ソフトウェア開発量だけでなく,スムーズ

な移行方式が必要である｡

5.3 通信メディアの拡大

通信メディアとしては,加入電話網,高速ディジタル回線

やISDNなど多岐にわたるサポートを行ってきたが,今後はさ

らに高速化,マルチメディア化が進み,Gビット/秒以上の高

速基幹LANなど,データ以外の音声,イメージ,映像をも取

り込んだネットワークアーキテクチャの対応が必要となる｡

通信メディア自体が高速化,高信頼化および情報量当たりの

単価の低下によって,またマルチメディア対応機器(マルチメ
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ディア端末など)の出現により,さらにマルチメディアネット

ワーク化が促進されることになる｡

5.4 分散システム指向

従来の大形ホストコンピュータを中心としたネットワーク

から,今後はネットワークを中心として,大形のファイルサ

ーバ,部門のコミュニケーションサーバ,個人の小形プリン

タサーバなど,ますます分散システム指向の傾向となり,こ

の中でネットワークの占める重要度はさらに増して〈る｡ネ

ットワークの規模,分散の度合いによってシステム全体の最

適化ツールとその評価技術が必要となる｡

団 結 言

以上,拡張HNA(HNA/EX2)について述べてきたが,イン

タオペラビリテイ(相互運用性)とコネクティビティ(相互接続

性)を製品上で実現し,今後のユーザーのネットワーク構築の

最重点課題とされる,グローバルでかつマルチベンダネット

ワークを実現することが急務となっている｡

日立製作所では,今後とも国際標準化活動に積極的に参画

し,その推進に寄与するとともに,独自の研究開発による伝

送･交換網系の製品化,および今までのユーザーネットワー

ク構築実績により,ユーザーネットワーク システムのニー

ズにこたえていきたい｡
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